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RNA染色用試薬
T-Fluor 480

利用例： 透明化したバイオフィルムのRNA観察

蛍光スペクトル

T-Fluor 480 [for RNA staining] 1g  6,000円 [T4072]

特長 • 大腸菌等の細菌中に存在するRNAを染色可能
• RNAを染色した際の極大励起波長 450 nm、極大蛍光波長 485 nm
• 蛍光強度が非常に高く、染色後に洗浄なしで観察可能
• RNA染色試験済み

【手順】
 1. メチシリン耐性黄色ブドウ球菌
  （MRSA）をガラス底ディッシュ  
  で 24時間静置培養し、バイオ  
  フィルムを形成させる。

 2. 培養液と浮遊細菌を取り除き、  
  固定し、洗浄する。

 3. 8 µg/mLのT-Fluor 480溶液 in  
  PBSを加えて室温で30分間染  
  色する。

 4. PBSまたはバイオフィルム透明 
  化試薬 iCBiofilm-H1 [T4031]  
   を添加し、観察する。

iCBiofilm-H1の添加によりバイオフィルムは透明化され、
深部のRNAが観察されました。

（画像は杉本真也先生ご提供）
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利用例：T4072を用いた大腸菌のRNA染色

Rifampicin  5g 7,900円 / 25g 23,800円 [R0079]
Clearing Reagent iCBiofilm-H1 [for Biofilm] 8mL 9,000円 [T4031]

関連製品

【手順】
 1. 大腸菌BW25113株をLB培地、 37°Cで  
  一晩培養する。

 2. 翌日、100 µg/mL リファンピシン (※)  
  入り、 またはリファンピシン抜きLB培地  
  に前日培養した培地の1/100容量を添加  
  し37°Cで4時間培養する。

 3. 遠心分離操作で上清を除いた後、
  ペレットに6.5 µg/mLのT4072入りPBS 
   溶液を添加し、室温で5分間染色する。

 4. GFP用のフィルターを用いて蛍光顕微鏡 
  で観察する。（右写真）

※リファンピシン：RNA合成阻害物質

RNA合成が阻害されていないリファンピシン (-)培地では
RNAが染色されていることが確認されました。

蛍光画像

（画像は杉本真也先生ご提供）
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RNA染色用試薬 T-Fluor 480


